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此の頃の太陽黒点活動

　太陽の黒黙は一咋1928年の中頃を頂上こして，それから漸次

減衰しつ＼あるのであるが，しかし其れは李工」数の話である．

實際，各月各日の善導の現はれ方を見てみるご・中々ざうして，

衰へるこころか，却って盛んになってみるのでないかご思はしめ

るやうな場合が少なくない・殊に昨1929年の六月や，年末に近

い十月以後の状況は，實に1028年にも例を見なかったやうな猛

烈な黒鮎現象が認められ，從って我が地球上にも，電磁氣的，氣

象的攣動が激しかつだ・諏訪の三澤氏の黒黒占二二旬報によるご，
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こいふ有様であって，此のさき如何なるのか全く豫想がつかない

　右の爲眞は昨1929年十二月12日の太陽面を花山の18センチ赤

道儀で森川理學士が撮影しtzものである・右端（西端）に近い大

黒瓢は肉眼にもにも見えたものであっtこ・
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